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〒523-0893　近江八幡市桜宮町294 ＹＰ１
　　　　　　 株式会社ヤマプラ　滋賀ガイド・Ｏｈ！Ｍｅ編集室
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湖北初のカレーうどん専門店「忠助」が昨年

10月、長浜市にオープンした。

今回ご紹介するのは女性に人気の

【コラーゲンたっぷり角煮カレーうどん】
（830円）

うどんの上には、プルプルのコラーゲン

がたっぷりのっており、トロトロの豚の

角煮が見え隠れする。翌朝のお肌の調子

がとっても楽しみなメニューだ。

鮮やかな黄色のカレースープは店長の本

庄洋一さんの自信作。

「植物性のだしと、動物性のだ

しをバランスよく配合し、う

どんと一緒に最後まで食べて

いただけるように、濃さを工

夫しました」と本庄さん。

うどんにトロリと絡み、麺と一

緒に味わえる。味はスパイシー

だが辛すぎない。辛めが好みなら、

各テーブルに置かれたカレーエ

キスで調節ができるように工夫

されている。

「以前、名古屋で食べた老夫婦

が営むお店のカレーうどんの味に近づき

たいと思っています」と、本庄さん。残念

なことにそのお店は現在は閉店されてい

るという。

「カレーうどんといえば忠

助」と言われるよう日々の

努力を惜しまないと、胸

を張る本庄さん。

他に、石焼きチーズカレー

うどん（730円）も人気で、

丼やフライ類と組み合わせたボリューム満

点のセットメニューは900円から。

熱々のカレーうどんで、心も体もぽっかぽ

かに温まろう。

（取材・高原）

東近江市立能登川図書館（写真中央）は、東近江市埋蔵文化財センター（写

真左）、能登川博物館（写真左から２番目）と同じ敷地内に位置する。

この図書館の来館者１人当たりの年間貸出冊数は12冊。これは全国平均

が5.2冊であることを考えると極めて多い。設備としては、ソファや和室、

テーブル席などがあり、さまざまなスタイルで読書を楽しむことができる。

また、絵本の表紙を正面に向けて配置できる書架が多く設置されている

など、「子どもの読書」に対しても積極的に取り組んでいる。　（取材・藤井）

●東近江市山路町2225　●TEL：0748-42-7007
　　　　　　　　　　　　　　　●時間：10：00～18：00　●休館日：月曜日、火曜日

●長浜市八幡中山町361　●TEL：0749-65-0320
●定休日：なし　●営業時間：11：00～21：00

●会期：開催中～5/10（日）
●会場：第1会場/ボーダレス・アートミュージアムＮＯ-ＭＡ
　　　 第2会場/旧吉田邸（近江八幡市多賀町758）
●観覧料：大人500円　高校生450円
　　　　 中学生以下無料

●近江八幡市永原町上16　●TEL：0748-36-5018
●時間：10：00～17：00まで
●休館日：月曜日（祝日の場合は翌火曜日休館）
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カレーエキスカレーエキスカレーエキス

店長の本庄洋一さん

○20092009「少年メリケンサック」製作委員会「少年メリケンサック」製作委員会ｃ○2009「少年メリケンサック」製作委員会ｃ

アロイーズアロイーズ
「Char de Char de SalSalom&eaom&eacutecute;

《サロメの二輪戦車》」《サロメの二輪戦車》」

アロイーズ
「Char de Salom&eacute;

《サロメの二輪戦車》」

「アール・ブリュット」とは、正規の美術教育

を受けていない人たちによって生み出される

芸術のこと。

今回の企画展では、主に精神に障がいを持つ

人々の作品にスポットが当てられている。

５月10日まで、近江八幡市の「ボーダレス・アー

トミュージアムＮＯ-ＭＡ」と「旧吉田邸」の２会

場で、「アール・ブリュット作品との対話～

心の病と表現衝動～」が開催されている。

会場の一つ、ボーダレス・アートミュージア

ムＮＯ-ＭＡでは「アロイーズ　私の愛は　蝶

のように飛び去った…」と題し、国際的にも

注目されているアロイーズ（1886-1918）の作

品約40点が展示されている。

31歳で統合失調症を病み、46年間に及ぶ精神

病院での生活で残した彼女の作品は、とても色鮮やか。オペラのワン

シーンをモチーフに、彼女が持つ感性を融合させ、独自の世界を描き

出している。「初期から晩年の作品まで鑑賞できる貴重な機会です。

未発表作品もたくさん展示していますので、ぜひお越しください」と

スタッフの齋藤誠一さん。旧吉田邸では、期間中「目覚めぬ夢～日韓

のアール・ブリュットたち」と題し、

日本人と韓国人５人の作品が展示

されている。

この機会に、アール・ブリュットの

世界を堪能してみよう。（取材・木俣）

じょうよういち

凝縮


